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国語 WG における取りまとめ（案） 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

○ 国語科においては、実生活で生きて働き、各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を

身に付けることや、我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てること等に重

点を置いて、その充実を図ってきたところである。 

○ そうした改善・充実を受けて、OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）（2012 年）にお

いて、「読解力」の平均得点が比較可能な調査回以降、最も高くなっているなどの成果が

見られる。 

○ また、国語科で培った能力を基本として各教科等において言語活動の充実を図ってきた

ところであるが、全国学力・学習状況調査において、各教科等の指導のねらいを明確にし

た上で、言語活動を適切に位置付けた学校の割合は、小学校、中学校ともに 90％程度と

なっており、小学校及び中学校においては言語活動の充実を踏まえた授業改善が図られて

いる。 

○ 一方、全国学力・学習状況調査等の結果からは、小学校では、文の中における主語を捉

えることや、文の構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に応じて文章を

要約したり、複数の情報を関連付けて理解を深めたりすることなどに課題があること、中

学校では、伝えたい内容や自分の考えについて、根拠を明確にして書いたり話したりする

ことや、複数の資料から適切な情報を得て、それらを比較したり関連付けたりすること、

文章を読み、根拠の明確さや論理の展開、表現の仕方等について評価することなどに課題

があることが明らかになっている。 

○ 高等学校では、教材への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講義

調の伝達型授業に偏っている傾向があり、授業改善に取り組む必要がある。また、文章の

内容や表現の仕方を評価し目的に応じて適切に活用すること、多様なメディアから読み取

ったことを踏まえて自分の考えを根拠に基づいて的確に表現すること、国語の語彙の構造

や特徴を理解すること、古典に対する学習意欲が低いことなどが課題となっている。 

○ 児童生徒の読書状況については、小学生の平均読書冊数は１０年前に比べて大きく増加

したが、中学生、高校生に大きな変化はない。また、１か月間に読んだ本が０冊の生徒の

割合は、小学生、中学生は１０年間で減少傾向にあるが、高校生に大きな変化はなく、小

学生、中学生に比べて、高校生の読書活動に改善が見られない状況にある。 

○ 今回の学習指導要領の改訂においては、これらの課題に適切に対応できるよう改善を図

っていくことが必要である。 
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２．育成すべき資質･能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

○ 各教科等を学ぶ意義を明確化するため、今回の改訂では、各教科等において身に付ける

資質・能力の三つの柱を整理することとしている。これらの資質・能力の育成のために中

核的な役割を果たすのが、各教科等の本質に根ざした見方・考え方である。総則・評価特

別部会において、「見方・考え方」とは、「様々な事象を捉える教科等ならではの視点」

と「教科等ならではの思考の枠組み」であると議論されている。 

○ 国語科は、様々な事象や対象の内容を自然科学や社会科学等の視点から理解することを

目的とするのではなく、様々な事象をどのように言葉で捉えて理解し、どのように言葉で

表現するか、という言葉を通じた理解や表現、及び、そこで用いられる言葉そのものを学

習対象とするという特質を有している。したがって、言葉に着目して、言葉の働きを捉え

るという国語科固有の視点を踏まえ、自分の思いや考えを深めたり表現したりするために

思考することが、「国語科ならではの思考の枠組み」であると考えられる。 

○ 本ワーキンググループでは、①創造的思考とそれを支える論理的思考の側面、②感性・

情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面1から言葉の働きを捉え、自分の思い

や考えを深めたり表現したりすることが、国語科において育むべき「言葉に対する見方・

考え方」であると整理した。 

○ この「言葉に対する見方・考え方」を働かせることによって、言葉で表現された対象に

対する認識や自分の思いや考え、表現などが深まったり更新されたりすることが国語科の

学びであり、そこでは、言葉と対象をつなぐことと、そのつないだ関係性を言葉を通して

問い直して深めたり更新したりすることが行われていると考えられる。 

○ なお、国語科においては、現行の学習指導要領において、「古典について解説した文章

を読み、昔の人のものの見方や感じ方を知ること。」（小学校第５学年及び第６学年）、

「文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広くする

こと。」（中学校第１学年）、「幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見

方、感じ方、考え方を豊かにしたりすること。」（高等学校「国語総合」）などのように

「ものの見方や考え方」等の表現を用いてきた。 

  この「ものの見方や考え方」等の表現は、個人または集団の事象を捉える視点と思考の

枠組みであり、国語科の本質に根ざした「見方・考え方」とは異なるものと整理する。た

だし、個人または集団の事象を捉える視点と思考の枠組みには、言葉が介在しているため、

当該個人や集団が、どのように言葉の働きを捉えるかということと関わりがあり、個人ま
                                            
1 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会言語能力の向上に関する特別チームにおいて、これまでの

各種会議等（文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成１６年２月３日）等）の

議論の成果を踏まえ、言語能力を構成する資質・能力について、①創造的思考とそれを支える論理的思考の側

面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面の三つの側面から整理されたことを受け、本

ワーキングループにおいても、同様の整理をしている。 
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たは集団の「ものの見方や考え方」等を通じて、国語科の本質に根ざした「見方・考え方」

を成長させることも考えられる。 

 

（２）小学校、中学校、高等学校を通じて育成すべき資質･能力の整理と、教科等目標の

在り方 

○ 本ワーキンググループにおいては、学校段階ごとに育成すべき資質・能力について、以

下のとおり整理した（別紙１）。学校段階ごとの国語科の教科目標についても、このよう

な資質・能力の整理に基づき、検討していくことが求められる。 

（小学校） 

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

人と人との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働かせ、

言語感覚を養い、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成する。 

①日常生活に必要な国語の特質（仮）について理解し使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、人と人との関わり

の中で、国語で適切に表現したり正確に理解したりするとともに、新たな考えを創造す

る力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合うよさを味わうとともに、言葉の大切さを自覚し、国語を尊重する

ようにする。 

（中学校） 

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

社会との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働かせ、言

語感覚を豊かにし、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成する。 

①社会生活に必要な国語の特質（仮）について理解し適切に使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、社会との関わりの

中で、国語で適切に表現したり正確に理解したりするとともに、新たな考えを創造する

力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合う価値を認識するとともに、言語文化に関わり、国語を尊重するよ

うにする。 

 

（高等学校） 

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

社会や他者との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働か
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せ、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を

育成する。 

①生涯にわたる社会生活や専門的な学習に必要な国語の特質（仮）について理解し適切に

使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を伸ばし、社会や他者との

関わりの中で、国語で効果的に表現したり的確に理解したりするとともに、実社会の視

点から、新たな考えを創造する力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合う意義を認識するとともに、言語文化の担い手としての自覚を持ち、

生涯にわたり国語を尊重してその向上を図るようにする。 

 

○ なお、小・中学校においては、文字の由来や文字文化に対する理解を深めることについ

て、高等学校においては、実社会・実生活に生かすことや多様な文字文化に対する理解を

深めることについて、高等学校芸術科（書道）とのつながりを意識して、その位置付けを

検討する必要がある。 

○ また、幼児教育で育まれる「生活や遊びの中で、数量などに親しむ体験を重ねたり、標

識や文字の役割に気付いたりし、必要感に応じてこれらを活用するようになる。」「言葉

を通して先生や友達と心を通わせ、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を

身に付けるとともに、言葉による表現を楽しむようになる。」などといった資質・能力と

の関連について十分に意識するとともに、これらの基礎の上に立って、小学校、中学校、

高等学校それぞれの学校段階において、国語科でどのように資質・能力を身に付けさせる

のかを明確にしていくことが必要である。 

○ これらの資質・能力については、言語能力の向上に関する特別チームにおける言語能力

を構成する資質・能力の整理を踏まえ、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学びに向かう力や人間性等」の３つの柱に沿った整理を行い、別紙２のとおり本ワーキ

ンググループとして取りまとめたところである。  

○ 「知識・技能」には、「言葉の働きや役割に関する理解」、「言葉の特徴やきまりに関

する理解と使い分け」、「言葉の使い方に関する理解と使い分け」、「書写に関する知識・

技能」、「伝統的な言語文化に関する理解」、「文章の種類に関する理解」、「情報活用

に関する知識・技能」などの項目が挙げられる。 

  特に、「言葉の働き、役割に関する理解」は、言葉そのものに対するメタ認知のことで

あり、言語能力を向上させる上で重要な要素である。このことは、これまでの学習指導要

領においても扱われてきたが、実際の指導の場面において、十分なされてこなかったこと

が指摘されている。また、「言葉の使い方に関する理解と使い分け」には、これまで「知

識・技能」としては明確に位置付けられてこなかった、話したり聞いたり書いたり読んだ

りする技能を含むものとしている。 
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○ 「思考力・判断力・表現力等」には、言語の働きを捉える三つの側面（①創造的思考と

それを支える論理的思考の側面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの

側面）に着目しながら、文章や発話2を理解したり文章や発話により表現したりするため

の力として、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力」、「言葉によって感じた

り想像したりする力、感情や想像を言葉にする力」、「言葉を通じて伝え合う力」、「構

成・表現形式を評価する力」、「考えを形成・深化する力」を整理した。 

○ 特に、これからの子供たちには、創造的・論理的思考を高めるために「情報を多角的・

多面的に精査し構造化する力」がこれまで以上に必要とされるとともに、自分の感情をコ

ントロールすることにつながる「感情や想像を言葉にする力」や、他者との協働につなが

る「言葉を通じて伝え合う力」など、三つの側面の力がバランスよく育成されることが必

要である。 

また、より深く、文章や発話を理解したり、文章や発話により表現したりするためには、

「情報を編集・操作する力」、「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に統合

し構造化する力」、「新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造を転換

する力」などの「考えを形成・深化する力」を育成することが重要である。 

○ これらの力は、それぞれ別々に働くこともあるが、文章や発話を理解したり、文章や発

話により表現したりする上では、通常、複数の力が結び付いて働いている。例えば、中学

校段階では、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力」のうち「論理（情報と情

報の関係性：共通－相違、原因－結果、具体－抽象等）の吟味・構築」や「情報を編集・

操作する力」を働かして、文章に表現されている内容や展開を根拠に基づいて解釈し、情

報を整理・構成して自分の思いや考えを表現したりすることができるようにすること、あ

るいは、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力」のうち「推論及び既有知識・

経験による内容の補足、精緻化」や「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に

統合し構造化する力」を働かして、社会生活における様々な情報を、既有の知識・経験に

基づいて解釈、整理・構成し、新しい発想や主張を形成することなどが考えられる。 

○ 「学びに向かう力、人間性等」には、言葉を通して社会や文化を創造しようとする態度

を育成するために、自分のものの見方や考え方を深めようとする態度、集団の考えを発展

させようとする態度、心を豊かにしようとする態度、自己や他者を尊重しようとする態度、

我が国の言語文化を享受し、継承・発展させようとする態度、自ら進んで読書をすること

で、人生を豊かにしようとする態度が求められる。 

○ なお、別紙２に整理された資質・能力の三つの柱は相互に関連し合ったものであるため、

その育成に当たっては、必ずしも、別々に分けて育成したり、知識・技能を習得してから

思考力・判断力・表現力等を身に付けるといった順序性を持って育成したりするものでは

ないことに留意する必要がある。「知識・技能」の資質・能力を育成するためには、同時

                                            
2 「言語能力の向上に関する特別チームにおけるこれまでの議論の取りまとめ（案）」における「テクスト

（情報）」について、本取りまとめにおいては、「文章や発話」と記載する。 
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に「思考力・判断力・表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の育成が

必要であり、「思考力・判断力・表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」の資質・能

力が高まることによって、「知識・技能」の資質・能力が高まることにもつながる。「思

考力・判断力・表現力等」や「学びに向かう力、人間性等」の育成においても、その他の

二つの柱との関係は同様である。 

 

（３）資質･能力を育む学習過程の在り方 

○ 上記（２）に掲げた資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極め

て重要である。国語科においては、ただ活動するだけの学習にならないよう、活動を通じ

てどのような資質・能力を育成するのかを示すため、別紙３のとおり、現行の学習指導要

領に示されている学習過程を改めて整理し、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」の３領域における学習活動の中で、三つの柱で整理した資質・能力がどのように働

いているかを含めて図示した。 

  その際、言語能力の向上に関する特別チームにおいて整理された、「認識から思考へ」

という過程の中で働くテクスト（情報）を理解するための力や、「思考から表現へ」とい

う過程の中で働く文章や発話により表現するための力が、各領域の中でどのように働いて

いるのかを踏まえて検討した。 

○ 例えば、「読むこと」の領域においては、「学習目的の理解（見通し）」、「選書（本

以外も含む）」、「構造と内容の把握」、「精査と解釈」、「考えの形成」、「他者の読

むことへの評価、他者からの評価」、「自分の学習に対する考察（振り返り）」、「次の

学習活動への活用」といった学習活動を明示している。 

また、併せて、「構造と内容の把握」においては「知識・技能」の各項目を、「精査と

解釈」においては、「思考力・判断力・表現力等」のうち「情報を多角的・多面的に精査

し、構造化する力」、「言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像を言葉にす

る力」、「言葉を通じて伝え合う力」を、「考えの形成」においては、「思考力・判断力・

表現力等」のうち「考えを形成・深化する力」といった資質・能力を働かせることも明示

している。 

○ 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」のいずれの学習過程においても、

「情報を編集・操作する力」、「新しい情報を既に持っている知識や経験、感情に統合し

構造化する力」、「新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造を転換す

る力」を働かせ、考えを形成・深化することが特に重要である。 

○ また、これらの一連の学習過程を実施する上では、別紙２に整理された資質・能力の三

つの柱のうち、「学びに向かう力、人間性等」が大きな原動力となる。「学びに向かう力、

人間性等」で挙げられている態度等が基盤となって、子供が自ら次の学習活動に向かおう

とする意識が生まれ、「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力等」の育成が図られる。
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また、これらの過程を意識的に行うことを通じて、より一層「学びに向かう力、人間性等」

が育まれ、さらに次の学習活動に向かうなどの正の循環が見込まれる。 

○ 国語科においては、こうした学習活動は、必ず、言葉による記録、要約、説明、論述、

討論等の言語活動を通じて行われる必要がある。したがって、国語科で育成すべき資質・

能力の向上を図るためには、資質・能力が働く一連の学習過程をスパイラルに繰り返すと

ともに、一つ一つの学習活動において、資質・能力の育成に応じた言語活動を充実するこ

とが重要である。 

○ なお、一連の学習過程は、必ずしも一方向の流れではなく、指導のねらいに応じて、戻

ったり繰り返したりする場合があること、単元全体を通して「身に付けさせたい力」を育

成するのであって、一単位時間の中で必ずしも単元で育成すべき全ての学習内容を実施す

る必要はなく、その一部のみを取り扱う場合があること、単元によってそれぞれの学習活

動に軽重を付けて扱うものであることなどに留意する必要がある。 

○ 特に、「学習目的の理解（見通し）」、「自分の学習に対する考察（振り返り）」など

については、一連の学習過程の始める前と終わった後にそれぞれ行うことに限定されるも

のではなく、終始一貫して意識しておくべき要素であることに留意する必要がある。 

○ また、小学校及び中学校においては、それぞれの発達段階に応じて、学習過程の一部を

統合的に取り扱うことはあり得るものの、基本的には別紙３と同様の流れで学習過程を捉

えることが必要である。 

 

（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

○ 「目標に準拠した評価」の実質化を図るとともに、教科・校種を越えた共通理解に基づ

く組織的な取組を促す観点から、観点別評価の観点については、資質・能力の３つの柱を

踏まえたものとすることが求められている。 

○ 現行の国語科においては、「（国語への）関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「書

く能力」「読む能力」「（言語についての）知識・理解（・技能）」の観点で評価してい

るが、本ワーキンググループにおいては、上記（２）に掲げた資質・能力を踏まえつつ、

別紙４のとおり観点を整理したところである。 

○ 「知識・技能」については、事実的な知識のみならず、構造化された概念的な知識の習

得に向かうものであることや、一定の手順に沿った技能のみならず、変化する状況に応じ

て主体的に活用できる技能の習熟・熟達に向かうものであることまでも含めた広範な意味

で用いられていることに留意することが必要である。 

○ また、資質・能力のうち「学びに向かう力、人間性等」の部分については、「主体的に

学習に取り組む態度」として観点別評価を通じて見取ることができる部分と、観点別評価

や評定にはなじまず、個人内評価を通じて見取る部分があり、ここでは観点別評価として

見取るべきものを掲げていることに留意する必要がある。 
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○ 特に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、子供自身が、自分の学びや

変容を見取ることができ、説明することができるということが、主体的に学習に取り組む

態度が育まれている状態であるとの指摘がなされた。 

○ 資質・能力の三つの柱を踏まえて整理した今回の観点別評価の観点については、現行の

「言語についての知識・理解・技能」がそのまま「知識・技能」に関する観点に、現行の

「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」がそのまま「思考力・判断力・表現力等」

に関する観点に移行するものではないため、具体的な学習評価の方法や、学習評価を子供

たちの学びや指導の改善につなげる方策等について、引き続き検討が求められる。 

 

３．資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実 

（１）科目構成の見直し 

○ 高等学校の国語教育においては、教材の読み取りが指導の中心になることが多く、国語

による主体的な表現等が重視された授業が十分行われていないこと、話合いや論述などの

「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域の学習が十分に行われていないこと、古典の

学習について、日本人として大切にしてきた言語文化を積極的に享受し、社会や自分との

関わりの中でそれらを生かしていくという観点が弱く、学習意欲が高まらないことなどが

指摘されているところである。こういった長年にわたり指摘されている課題の解決を図る

ため、科目構成の見直しを含めた検討が求められており、本ワーキンググループにおいて

は、別紙２に示された資質・能力の整理を踏まえ、以下のような科目構成にすることとし

た。 

  なお、以下の科目構成の説明において、「学びに向かう力、人間性等」は特に言及はし

ないが、全ての科目において育成されるものである。 

≪高等学校国語科の科目構成≫ 

○ 国語は、我が国の歴史の中で創造され、上代から近現代まで継承されてきたものであり、

そして現代において、実社会・実生活の中で使われているものである。これを踏まえ、後

者の実社会・実生活における言語による諸活動に必要な能力を育成する科目「現代の国語

（仮称）」と、前者の我が国の言語文化を理解し、これを継承していく一員として、自身

の言語による諸活動に生かす能力を育成する科目「言語文化（仮称）」の二つの科目を、

全ての高校生が履修する必履修科目として設定することが考えられる。 

○ 必履修科目「現代の国語（仮称）」は、実社会・実生活に生きて働く国語の能力を育成

する科目として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「知識・技能」では「伝統的な

言語文化に関する理解」以外の各事項を、「思考力・判断力・表現力等」では全ての力を

総合的に育成することが考えられる。 
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具体的には、実社会・実生活における言語による諸活動に必要な国語の能力を育成する

ために、例えば、目的に応じて多様な資料を収集・解釈し、根拠に基づいて論述する活動

や、文学作品（小説、随想、詩歌等）などを読んで感じたり想像したりしたことを、言葉

の意味や働きに着目して表現する活動、根拠をもって議論し、互いの立場や意見を認めな

がら集団としての結論をまとめる活動等を重視することが考えられる。 

○ 必履修科目「言語文化（仮称）」は、上代（万葉集の歌が詠まれた時代）から近現代に

つながる我が国の言語文化への理解を深める科目として、別紙２に整理された資質・能力

のうち、「知識・技能」では「伝統的な言語文化に関する理解」を中心としながら、それ

以外の各事項も含み、「思考力・判断力・表現力等」では全ての力を総合的に育成するこ

とが考えられる。 

特に、文語文法の指導を中心とするのではなく、古典（古文や漢文）だけでなく、古典

に関わる近現代の文章を通じて、言語文化を言葉の働きや役割に着目しながら社会や自分

との関わりの中で生かすことのできる能力を育成する指導がなされるよう、示し方に留意

する必要がある。 

○ 選択科目においては、必履修科目「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」に

おいて育成された能力を基盤として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「思考力・

判断力・表現力等」の言葉の働きを捉える三つの側面のそれぞれを主として育成する科目

として、「論理国語（仮称）」「文学国語（仮称）」「国語表現（仮称）」を設定するこ

とが考えられる。 

  また、「言語文化（仮称）」で育成された資質・能力のうち、「伝統的な言語文化に関

する理解」をより深めるため、ジャンルとしての古典を学習対象とする「古典探究（仮称）」

を設定することが考えられる。 

○ なお、必履修科目である「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」において育

成された能力は、特定の選択科目ではなく、全ての選択科目につながる能力として育成さ

れることに留意する必要がある。 

○ 選択科目「論理国語（仮称）」は、多様な文章等を多角的・多面的な視点から理解し、

創造的に思考して自分の考えを形成し、論理的に表現する能力を育成する科目として、別

紙２に整理された資質・能力のうち、「思考力・判断力・表現力等」の創造的思考とそれ

を支える論理的思考の側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「文学国語（仮称）」は、小説、随筆、詩歌、脚本等に描かれた人物の心情や

情景等を読み味わい、表現の仕方等を評価するとともに、それらの創作に関わる能力を育

成する科目として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「思考力・判断力・表現力等」

の感性・情緒の側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「国語表現（仮称）」は、表現の特徴や効果を理解した上で、自分の思いや考

えをまとめ、適切かつ効果的に表現して他者と伝え合う能力を育成する科目として、別紙
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２に整理された資質・能力のうち、「思考力・判断力・表現力等」の他者とのコミュニケ

ーションの側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「古典探究（仮称）」は、古文・漢文を主体的に読み深めることを通して、自

分にとっての古典の意義や価値について探究する科目として、主に古典を教材に、別紙２

に整理された資質・能力のうち、「伝統的な言語文化に関する理解」を深めるとともに、

「思考力・判断力・表現力等」を育成することが考えられる。 

○ また、「古典探究（仮称）」以外の選択科目においても、高等学校で学ぶ国語の科目と

して、探究的な学びの要素を含むものとなることが考えられる。 

○ なお、高校生の読書活動が低調であることなどから、各科目において、高校生がそれぞ

れの読書の意義や価値について実感をもって認識することにつながるような指導の充実、

読書活動の展開が必要である。 

○ 科目の名称については、当該科目で育成される資質・能力が明確になるよう、今後、更

に検討することが求められる。 

 

（２）資質・能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

 ※今後、記載予定 

 

（３）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

（読書活動の充実） 

○ 多くの語彙や多様な表現に触れたり、知らないことを知ったり、経験のないことを体験

したり、新しい考えに出合ったりして、国語科で育成すべき資質・能力（言語能力）をよ

り高める重要な活動の一つが読書である。自ら進んで読書をし、読書を通して人生を豊か

にしようとする態度を養うために、国語科の学習が読書活動に結び付くよう、小・中・高

等学校を通じて読書指導を充実するとともに、教育課程外の時間においても、「朝の読書

活動」など、子供たちに読書をする習慣が身に付くような取組を推進する必要がある。 

○ 特に、小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがあるとの指摘がなさ

れている。また、考えを形成・深化する力を身に付ける上で、思考を深めたり活性化させ

たりしていくための語彙を豊かにすることが必要である。小学校低学年で表れた学力差が、

その後の学力差の拡大に大きく影響していることを踏まえると、語彙量を増やしたり語彙

力を伸ばしたりする指導の改善・充実が重要であるが、そのためにも、読書活動の充実を

図る必要がある。 
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（学年別漢字配当表の見直し） 

※５月１７日の議論を踏まえて記載予定 

 

（伝統や文化に関する学習の改善） 

※今後、記載予定 

 

（言語能力の向上のための外国語教育との連携） 

※今後、記載予定 

 

（その他） 

○ 一般社会では、国語科において育成する必要があるとされる能力として、物事を多角

的・多面的に吟味し見定めていく力（いわゆる「クリティカル・シンキング」）や、情報

活用能力、質問する力、メモを取る力、要約する力などが言及されることがある。これら

の能力と別紙２に整理された資質・能力の関係については、例えば、「クリティカル・シ

ンキング」や情報活用能力の育成は、特に「思考力・判断力・表現力等」の「情報を多角

的・多面的に精査し、構造化する力（論理の吟味・構築、妥当性、信頼性等の吟味）」や

「考えを形成、深化する力」などの育成と、また、質問する力の育成は、特に「知識・技

能」の「聞き方の仕方」や「思考力・判断力・表現力等」の「言葉を通じて伝え合う力（相

手との関係や目的、場面、文脈、状況等の把握）」などの育成と、それぞれ深く関わって

いると言える。このため、これらの能力は、別紙２に整理された資質・能力を育成する中

で、総合的に育まれることになると考えられる。 

 

４．学習･指導の改善充実や教材の充実 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

○ 現行の学習指導要領においては、総則において、「個々の児童の障害の状態等に応じた

指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。」（小学校学習指導要領の例。

中学校、高等学校も同様）と記載されているところであるが、今後は、各教科等における

指導の場面における適切な配慮が一層充実されるよう工夫を講じる必要がある。 

○ このため、国語科の目標の実現を目指す上で、国語科の学習過程や言語に対する見方・

考え方を踏まえ、具体的な学習の場面で考えられる「困難さの状態」に対する「配慮の意

図」と「手立て」の例について、以下のような形で学校現場に明示していくことが適当で

ある。 
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（小学校国語科における配慮の例） 

・文章を目で追いながら音読することが困難な場合には、自分がどこを読むのかが分かる

よう、教科書の文を指で押さえながら読むよう促したり、行間を空けるための拡大コピ

ーをしたり、語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きをしたり、読む部分だけ

が見える自助具（スリット等）を活用したりするなどの配慮をする。 

・考えをまとめたり、文章の内容と自分の経験とを結び付けたりすることが困難な場合に

は、児童がどのように考えればよいのか分かるように、考える項目や手順を示した学習

計画表やプリントを準備したり、一度音声で表現させたり、実際にその場面を演じさせ

たりしてから書かせたりするなどの配慮をする。 

・自分の立場以外の視点で考えたり、他者の感情を理解したりするのが困難な場合には、

児童が身近に考えられる主人公の物語や生活経験に近い教材を活用し、行動や会話文に

気持ちが込められていることに気付かせたり、気持ちの移り変わりが分かる文章のキー

ワードを示したり、気持ちの変化を図や矢印など視覚的に分かるようにしてから言葉で

表現させたりするなどの配慮をする。 

・声を出して発表することや人前で話すことへの不安を抱いている、自分が書いたものを

読むことに困難がある場合には、紙やホワイトボードに書いたものを提示させたり、Ｉ

ＣＴ機器を活用して発表させたりするなど、児童の表現を支援するための多様な手立て

を工夫し、自分の考えを持つこと、表すことに対する自信を持つことができるような配

慮をする。 

○ また、小・中学校においては、全国学力・学習状況調査により、個々の児童生徒の学力

の状況を把握し指導の改善につなげている。例えば、小学校においては、調べて分かった

事実に対する自分の考え方を、理由や根拠を明確にして書くことに課題が見られた児童に

対して、指導のねらいに応じ、考え方と理由や根拠を明確に表現するワークシートを用い

るなどの工夫が行われている。中学校においては、ことわざや慣用句等の語彙が不足して

いるという調査結果を受けて、身の回りの語句を集めて言葉ノートや語彙カードを作成し、

定期的に交流させたり教師が確認したりすることで、個に応じた語彙の拡充のための支援

を継続的に行っている実践などがある。 

このような方法を参考に、他学年や高等学校においても、個に応じた指導を一層充実さ

せていくことが重要である。 

 

（２）「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善充実 

○ 国語教育の改善充実のため、「アクティブ・ラーニング」の３つの視点から、以下のよ

うな学びが実現できているか、その学習過程の質的改善を不断に見直し続けることが重要

である。 
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 ⅰ）習得・活用・探究の見通しの中で、教科等の特質に応じた見方や考え方を働かせて思

考・判断・表現し、学習内容の深い理解につなげる「深い学び」を実現できているか。 

国語科においては、この学び実現に向けて、例えば、「言葉に対する見方・考え方」

を働かせ、対象に対する認識や自分の思いや考えなどが深まったり、更新されたりする

ことについて、子供自身が認識できるような学習活動を設けることなどが考えられる。

その際、子供自身が、自分の思考の過程をたどり、それを表現するなどして、自分の学

びを自覚することが重要であり、特に、自分の学びを説明したり評価したりするための

語彙や、思考を深めたり活性化させたりしていくための語彙などを豊かにすることが重

要である。 

 ⅱ）子供同士の協働、教師や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等

を通じ、自らの考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

   国語科においては、この学びの実現に向けて、例えば、子供同士の対話に加え、子供

と教師、子供と地域の人、本を通して本の作者などとの対話が図られるような言語活動

を行う学習場面を計画的に設けることなどが考えられる。 

 ⅲ）学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通

しを持って粘り強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」

が実現できているか。 

国語科においては、この学びの実現に向けて、子供自身が、目的や必要性を意識して

取り組める学習となるよう、学習の見通しを立てたり、振り返ったりする学習場面を計

画的に設けること、子供たちの学ぶ意欲が高まるよう、実社会や実生活との関わりを重

視した学習課題を設定することなどが考えられる。特に、学習を振り返る際、子供自身

が、自分の学びや変容を見取り自分の学習した内容を自覚することができ、説明するこ

とができるようになることが重要である。 

○ このため、次期学習指導要領においては、国語の能力の向上のため、より一層、言語活

動の充実を図る必要がある。 

○ なお、本ワーキンググループにおいては、「アクティブ・ラーニング」は、本来、資質・

能力を育成するための視点であり、授業の「型」ではないにも関わらず、学校現場におい

て、その点についての理解が不足しているように感じられること、活動に注目が行き過ぎ

ているが、活動そのものではなく、活動が学びにどのようにつながるかが重要であること

などの懸念が指摘されたところである。 

○ また、「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善充実

のために、ＩＣＴを活用することも効果的であると考えられる。例えば、話す様子を撮影

して自身の様子を振り返らせる活動や、インターネット等を用いて情報を収集したりする

活動、調べたり考えたりしたことを大型ディスプレイ等を用いて発表したり、互いの情報

を交流したりする活動などが考えられる。 
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（３）教材の在り方  

○ ３．に記載された資質・能力の育成に向けた教育内容の改善充実のためには、教材の在

り方を見直すことが必要である。 

○ 学習指導要領には、「読むこと」以外にも「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域

があるにも関わらず、依然として授業が「読むこと」の指導に偏っている傾向がある。国

語科の授業が、言語活動を通じて資質・能力を育成する授業となるよう、教材の改善充実

を図ることが求められる。 

○ 子供たちが実際の社会生活で経験する言葉は、文字と映像や音声がミックスされている

ものが多い。子供たちを取り巻く環境の現状を踏まえると、国語科の学習においても、発

達段階に応じて、適宜、多様なメディア表現を扱うことが重要である。 

○ 高等学校の科目構成の見直しに応じて、それぞれの科目の趣旨が実現されるよう、教材

の在り方を検討することが求められる。本ワーキンググループにおいては、特に、「言語

文化（仮称）」は、古典と近現代の文章の両方を教材として活用しながら、我が国の言語

文化への理解を図る科目とすることや、絵巻物のような絵画的資料が「言語文化（仮称）」

や「古典探究（仮称）」において読む対象となり得ることについて指摘がなされている。 

○ 国語科の学習において扱うべきジャンルとしての韻文や散文が、小・中・高等学校の各

学校段階において、どのように位置付けられるべきか、資質・能力の育成を踏まえ、検討

する必要がある。 

※５月１７日の議論を踏まえて追記 

５．必要な条件整備等について 

○ 国語科において、２．に整理された資質・能力の育成を図るためには、教員養成、教員

研修による教員の資質・能力の向上、学校図書館や ICT 環境の整備・充実などの条件整備

が求められる。 

○ 特に、高等学校の科目構成の見直しに関しては、その趣旨が実行されるよう、教育委員

会、教育センター等はもとより、各学校においても、国語科の共通必履修科目及び選択科

目で育成すべき資質・能力及びそれぞれの教科・科目の目標や内容の周知とともに、それ

を実現するための授業の在り方等についての研修を充実すること、教員養成課程において

も同様に、趣旨を十分踏まえたカリキュラムが図られることが求められる。 

○ また、読書活動の充実に必要な学校図書館については、読書活動の拠点となる「読書セ

ンター」、授業に役立つ資料を備え学習支援を行う「学習センター」、情報活用能力を育

む「情報センター」としての役割を踏まえ、学校における読書活動や言語活動、探究活動

の場としての役割も期待されていることから、蔵書の充実や、学校司書等の配置や資質・

能力の向上など、一層の条件整備が求められる。 

※５月１７日の議論を踏まえて追記 



【小学校】

国語教育のイメージ（５月１７日版）
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【幼児教育】 （教育課程部会幼児教育部会において、本ワーキンググループでの議論を踏まえ、幼児期に育みたい資質・能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について審議）

【中学校】

【高等学校】

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、社会や他者との関わりの側面から言葉の働き
を捉える言葉に対する見方・考え方を働かせ、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成
する。
①生涯にわたる社会生活や専門的な学習に必要な国語の特質（仮）について理解し適切に使うことができるようにする。
②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を伸ばし、社会や他者との関わりの中で、国語で効果的に表現したり的
確に理解したりするとともに、実社会の視点から、新たな考えを創造する力を高めるようにする。
③言葉を通じて伝え合う意義を認識するとともに、言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその向上を図る
ようにする。

改善の
ための
PDCA
サイクル

改善の
ための
PDCA
サイクル

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、社会との関わりの側面から言葉の働きを捉え
る言葉に対する見方・考え方を働かせ、言語感覚を豊かにし、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成する。
①社会生活に必要な国語の特質（仮）について理解し適切に使うことができるようにする。
②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、社会との関わりの中で、 国語で適切に表現したり正確に理解
したりするとともに、新たな考えを創造する力を高めるようにする。
③言葉を通じて伝え合う価値を認識するとともに、言語文化に関わり、国語を尊重するようにする。

◎国語で表現し理解することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、人と人との関わりの側面から言葉の働きを捉
える言葉に対する見方・考え方を働かせ、言語感覚を養い、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成する。
①日常生活に必要な国語の特質（仮）について理解し使うことができるようにする。
②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、人と人との関わりの中で、国語で適切に表現したり正確に理解
したりするとともに、新たな考えを創造する力を高めるようにする。
③言葉を通じて伝え合うよさを味わうとともに、言葉の大切さを自覚し、国語を尊重するようにする。

・身近な事象に好奇心や探究心を持って思いを巡らしながら積極的に関わり、物の性質や仕組み等に気付いたり、予想したり、工夫したりなどして多様
な関わりを楽しむようになるとともに、友達と考えを思い合わせるなどして、新しい考えを生み出す喜びを感じながら、よりよいものにするようになる。
・生活や遊びの中で、数量などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に気付いたりし、必要感に応じてこれらを活用するようになる。
・言葉を通して先生や友達と心を通わせ、絵本や物語などを親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付けるとともに、言葉による表現を楽しむようになる。

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ７ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料３（別紙１）



知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等

○言葉の働きや役割に関する理解

○言葉の特徴やきまりに関する理解と使い
分け
・言葉の位相、書き言葉（文字）、話し言葉、
敬語、方言
・語、語句、語彙
・文の成分、文の構成
・文章の構造（文と文の関係、段落、段落
と文章の関係）

など

○言葉の使い方に関する理解と使い分け
・話し方、書き方、表現の工夫
・聞き方、読み方、音読・朗読の仕方
・話合いの仕方

○書写に関する知識・技能

○伝統的な言語文化に関する理解

○文章の種類に関する理解

○情報活用に関する知識・技能

テクスト（情報）を理解したり、文章や発話により表現したり
するための力

【創造的思考とそれを支える論理的思考の側面】
➢情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力
・推論及び既有知識・経験による内容の補足、精緻化
・論理（情報と情報の関係性：共通－相違、原因－結果、
具体－抽象等）の吟味・構築
・妥当性、信頼性等の吟味
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像
を言葉にする力
➢構成・表現形式を評価する力

【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
・相手との関係や目的、場面、文脈、状況等の理解
・自分の意思や主張の伝達
・相手の心の想像、意図や感情の読み取り
➢構成・表現形式を評価する力

≪考えの形成・深化≫
➢考えを形成、深化する力（個人または集団として）
・情報を編集・操作する力
・新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に
統合し構造化する力
・新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考え
の構造を転換する力

・言葉がもつ曖昧性や、表現による受け取り
方の違いを認識した上で、言葉がもつ力を
信頼し、言葉によって困難を克服し、言葉を
通して社会や文化を創造しようとする態度

・言葉を通じて、自分のものの見方や考え方
を深めようとするとともに、考えを伝え合う
ことで、集団の考えを発展させようとする
態度

・様々な事象に触れたり体験したりして感じた
ことを言葉にすることで自覚するとともに、
それらの言葉を互いに交流させることを通
じて、心を豊かにしようとする態度

・言葉を通じて積極的に人や社会と関わり、
自己を表現し、他者の心と共感するなど互
いの存在についての理解を深め、尊重しよ
うとする態度

・我が国の言語文化を享受し、生活や社会の
中で活用し、継承・発展させようとする態度

・自ら進んで読書をし、本の世界を想像したり
味わったりするとともに、読書を通して、知ら
ないことを知ったり、経験のないことを体験
したり、新しい考えに出会ったりするなどし
て人生を豊かにしようとする態度

国語科で育成すべき資質・能力（検討のたたき台）
平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ７ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料１（別紙２）



学
習
目
的
の
理
解
（
見
通
し
）

自
分
の
学
習
に
対
す
る
考
察
（
振
り
返
り
）

次
の
学
習
活
動
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
）
へ
の
活
用

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

話題
選択

精査と解釈

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

話
し
合
う
こ
と

集団としての
考えの形成

内容の検討 構成・表現形式の検討

テーマ
の設定

国語科における学習活動（イメージ案）
平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ７ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

資料１（別紙３）

他者の聞
くことへ
の評価、
他者から
の評価

進行の計画

情報収集
＊読むこと、聞くことで育成した力を活用

内容の整理
（必要に応じた質問）

構造と内容の把握

記録、記録の整理

話題
選択

関連する情報の収集
＊読むこと、聞くことで
育成した力を活用

※必ずしも一方行、順序性のある流れではない。

○言葉の働きや役割に関する理解
○言葉の特徴やきまりに関する
理解と使い分け

○言葉の使い方に関する理解と
使い分け

○伝統的な言語文化に関する理解
○情報活用に関する知識・技能

話すこと、聞くことの往還

表現
（工夫、即応）

他者の話すこと
への評価、

他者からの評価

【創造的思考とそれを支える論理的思考の側面】
➢情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、
感情や想像を言葉にする力

➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
➢構成・表現形式を評価する力

考えの形成

考えの形成・深化

➢考えを形成、深化する力
・情報を編集・操作する力
・新しい情報を、既に持って
いる知識や経験、感情に
統合し構造化する力

・新しい問いや仮説を立てる
など、既に持っている考え
の構造を転換する力



記述書
く
こ
と

推敲

学
習
目
的
の
理
解
（
見
通
し
）

読
む
こ
と

テーマ
の設定

考えの形成

自
分
の
学
習
に
対
す
る
考
察
（
振
り
返
り
）

次
の
学
習
活
動
（
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
）
へ
の
活
用

※必ずしも一方行、順序性のある流れではない。

選書
（本以外も含む）

精査と解釈構造と内容の把握

情報収集
＊読むこと、聞くことで育成した力を活用

他者の読
むことへ
の評価、
他者から
の評価

他者の書くこと
への評価、

他者からの評価
内容の検討 構成・表現形式の検討

考えの形成・深化

○言葉の働きや役割に関する理解
○言葉の特徴やきまりに関する
理解と使い分け

○言葉の使い方に関する理解と
使い分け

○書写に関する知識・技能
○伝統的な言語文化に関する理解
○文章の種類に関する理解
○情報活用に関する知識・技能

【創造的思考とそれを支える論理的思考の側面】
➢情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、
感情や想像を言葉にする力

➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
➢構成・表現形式を評価する力

➢考えを形成、深化する力
・情報を編集・操作する力
・新しい情報を、既に持って
いる知識や経験、感情に
統合し構造化する力

・新しい問いや仮説を立てる
など、既に持っている考え
の構造を転換する力


